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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月3日(2010.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力増幅器におけるリアルタイム増幅器クラス制御のための方法であって、
　出力波形の電力レベルを決定するステップと、
　前記決定された電力レベルに従って、所望の増幅器動作クラスを決定するステップであ
って、前記所望の増幅器動作クラスは、前記決定された電力レベルのための前記電力増幅
器の電力効率および線形性のうち１つまたは複数を高めることであるステップと、
　前記電力増幅器を、前記所望の増幅器動作クラスに従って動作するように制御するステ
ップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記制御するステップは、前記電力増幅器を、前記出力波形の前記決定された電力レベ
ルに従って、複数の増幅器動作クラスの間で移行するように制御するステップを含むこと
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御するステップは、前記電力増幅器のバイアスを制御するステップを含むことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記制御するステップは、前記電力増幅器の入力信号の振幅を制御するステップを含む
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記制御するステップは、（ａ）前記電力増幅器の入力信号の位相を制御するステップ



(2) JP 2009-534988 A5 2010.4.22

、（ｂ）前記電力増幅器のバイアスを制御するステップ、および、（ｃ）前記電力増幅器
の入力信号の振幅を制御するステップのうち、１つまたは複数を含むことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　（ａ）、（ｂ）および（ｃ）の使用は、前記出力波形の決定された制御領域、および、
前記決定された電力レベルに基づくことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記制御領域の境界は、前記出力波形の相補累積密度関数（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒ
ｙ　Ｃｕｍｕｌａｔｉｖｅ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）（ＣＣＤＦ）およびサ
イドバンド性能基準に基づいて決定されることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記電力増幅器の動作クラスを、前記出力波形の軌道における変化に従って制御するス
テップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記電力増幅器は、前記出力波形の複素包絡線が増大するにつれて、より高い動作クラ
スへスイッチすることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電力増幅器は、前記出力波形の複素包絡線が低減するにつれて、より低い動作クラ
スへスイッチすることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記出力波形の前記電力レベルが、決定されたしきい値を超えるとき、前記電力増幅器
の入力信号の位相を制御するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記出力波形の前記決定された電力レベルが第１のしきい値を超えるが、第２のしきい
値より低いとき、（ａ）前記電力増幅器の入力信号の位相、（ｂ）前記電力増幅器のバイ
アス、および、（ｃ）前記電力増幅器の入力信号の振幅のうち、１つまたは複数を制御す
るステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記出力波形の前記決定された電力レベルが、決定されたしきい値より低いとき、（ａ
）前記電力増幅器のバイアス、および、（ｂ）前記電力増幅器の入力信号の振幅のうち、
１つまたは複数を制御するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項１４】
　前記電力増幅器の出力電流を、前記出力波形の前記決定された電力レベルに従って制御
するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　電力増幅のための装置であって、
　情報を受信し、複数の制御信号を前記受信された情報から生成する入力回路と、
　前記入力回路に結合され、前記制御信号および周波数基準信号を受信し、前記周波数基
準信号および前記制御信号を使用して、複数のほぼ一定の包絡線信号を生成するベクトル
変調回路と、
　前記ほぼ一定の包絡線信号を受信し、前記ほぼ一定の包絡線信号を増幅かつ結合して、
出力信号を生成する電力増幅器と、
　前記電力増幅器を、前記出力信号の電力レベルに従って、１つまたは複数の増幅器動作
クラスの間で移行するように制御する手段とを備えることを特徴とする装置。
【請求項１６】
　前記制御する手段は、前記電力増幅器を、前記出力信号の波形軌道に従って、１つまた
は複数の増幅器動作クラスの間で移行するように制御する手段を備えることを特徴とする
請求項１５に記載の装置。



(3) JP 2009-534988 A5 2010.4.22

【請求項１７】
　前記制御する手段は、
　前記電力増幅器の入力信号の位相を制御する手段を備えることを特徴とする請求項１５
に記載の装置。
【請求項１８】
　前記制御する手段は、
　前記電力増幅器のバイアスを制御する手段を備えることを特徴とする請求項１５に記載
の装置。
【請求項１９】
　前記制御する手段は、
　前記電力増幅器の入力信号の振幅を制御する手段を備えることを特徴とする請求項１５
に記載の装置。
【請求項２０】
　前記制御する手段は、前記電力増幅器を、前記出力信号の複素包絡線が増大するにつれ
て、より高い動作クラスへスイッチするように制御する手段を備えることを特徴とする請
求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　前記制御する手段は、前記電力増幅器を、前記出力信号の複素包絡線が低減するにつれ
て、より低い動作クラスへスイッチするように制御する手段を備えることを特徴とする請
求項１５に記載の装置。
【請求項２２】
　前記制御する手段は、
　前記電力増幅器の出力電流を、前記出力信号の前記電力レベルに従って制御する手段を
備えることを特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項２３】
　出力波形歪み補償を含む電力伝送、変調および増幅の方法であって、
　周波数基準信号を受信するステップと、
　情報を受信するステップと、
　複数の制御信号を前記受信された情報から生成するステップと、
　前記周波数基準信号および前記制御信号を使用して、複数のほぼ一定の包絡線信号を生
成するステップと、
　出力信号を生成するために、前記ほぼ一定の包絡線信号を増幅かつ結合するステップと
、
　前記出力信号における波形歪みを、所望の出力信号に対する前記出力信号における位相
および振幅誤差を低減することにより低減するステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項２４】
　前記波形歪み低減ステップは、
　前記所望の出力信号に対する前記出力信号における位相および振幅誤差値を生成するス
テップを含むことを特徴とする請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記位相および振幅誤差値を生成するステップは、
　前記所望の出力信号に対する前記出力信号における前記位相および振幅誤差値を測定す
るステップと、
　前記所望の出力信号に対する前記出力信号における前記位相および振幅誤差値を計算す
るステップと、
　前記所望の出力信号に対する前記出力信号における前記位相および振幅誤差値を推定す
るステップのうち、１つまたは複数を備えることを特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記波形歪み低減ステップは、
　（ａ）回路プロセス変動、
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　（ｂ）回路温度変動、
　（ｃ）ＩＣパッケージの変動、
　（ｄ）回路基板の変動、
　（ｅ）前記複数の制御信号を生成するステップ、
　（ｆ）前記複数のほぼ一定の包絡線信号を生成するステップ、
　（ｇ）前記ほぼ一定の包絡線信号を増幅するステップ、および
　（ｈ）前記増幅されたほぼ一定の包絡線信号を単一の電力増幅器ノードで結合するステ
ップのうち、１つまたは複数による、前記出力信号における位相および振幅誤差を低減す
るステップを含むことを特徴とする請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　前記波形歪み低減ステップは、前記出力信号における位相および振幅誤差が、指定され
たシステム許容誤差内にとどまることを保証するために、行われることを特徴とする請求
項２３に記載の方法。
【請求項２８】
　前記波形歪み低減ステップは、前記所望の出力信号に対する前記出力信号における前記
位相および振幅誤差を事前補償することにより行われることを特徴とする請求項２３に記
載の方法。
【請求項２９】
　前記波形歪み低減ステップは、前記複数の制御信号を生成するために使用される伝達関
数を調整するステップを含むことを特徴とする請求項２３に記載の方法。
【請求項３０】
　前記波形歪み低減ステップは、前記複数のほぼ一定の包絡線信号を生成するために使用
される制御入力を調整するステップを含むことを特徴とする請求項２３に記載の方法。
【請求項３１】
　前記波形歪み低減ステップは、誤差事前補償を前記受信された情報に適用するステップ
を含むことを特徴とする請求項２３に記載の方法。
【請求項３２】
　電力伝送、変調および増幅のための装置であって、
　情報を受信し、複数の制御信号を前記受信された情報から生成する入力回路と、
　前記入力回路に結合され、前記制御信号および周波数基準信号を受信し、前記周波数基
準信号および前記制御信号を使用して、複数のほぼ一定の包絡線信号を生成するベクトル
変調回路と、
　前記ほぼ一定の包絡線信号を受信し、前記ほぼ一定の包絡線信号を増幅かつ結合して、
出力信号を生成する電力増幅器と、
　前記出力信号における波形歪みを、所望の出力信号に対する前記出力信号における位相
および振幅誤差を低減することにより低減する手段とを備えることを特徴とする装置。
【請求項３３】
　前記波形歪みを低減する手段は、
　前記所望の出力信号に対する前記出力信号における位相および振幅誤差値を生成する手
段を備えることを特徴とする請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記位相および振幅誤差値を生成する手段は、
　前記所望の出力信号に対する前記出力信号における前記位相および振幅誤差値を測定す
る手段、
　前記所望の出力信号に対する前記出力信号における前記位相および振幅誤差値を計算す
る手段、および
　前記所望の出力信号に対する前記出力信号における前記位相および振幅誤差値を推定す
る手段のうち、１つまたは複数を備えることを特徴とする請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記波形歪みを低減する手段は、
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　（ａ）回路プロセス変動、
　（ｂ）回路温度変動、
　（ｃ）ＩＣパッケージの変動、
　（ｄ）回路基板の変動、
　（ｅ）前記入力回路、
　（ｆ）前記ベクトル変調回路、
　（ｇ）前記電力増幅器、
　（ｈ）前記電力増幅器を使用して、前記ほぼ一定の包絡線信号を増幅すること、および
　（ｉ）前記電力増幅器の出力を前記電力増幅器の単一の回路ノードで結合することのう
ち、１つまたは複数による、前記出力信号における位相および振幅誤差を低減する手段を
備えることを特徴とする請求項３２に記載の装置。
【請求項３６】
　前記所望の出力信号に対する前記出力信号における前記位相および振幅誤差を監視する
手段と、
　前記位相および振幅誤差がシステム設計要件を少なくとも満たすとき、前記波形歪みを
低減する手段をトリガする手段をさらに備えることを特徴とする請求項３２に記載の装置
。
【請求項３７】
　前記波形歪みを低減する手段は、前記所望の出力信号に対する前記出力信号における前
記位相および振幅誤差を事前補償する手段を備えることを特徴とする請求項３２に記載の
装置。
【請求項３８】
　前記波形歪みを低減する手段は、前記入力回路のデジタル制御モジュールの伝達関数を
調整する手段を備えることを特徴とする請求項３２に記載の装置。
【請求項３９】
　前記波形歪みを低減する手段は、前記制御信号を、前記位相および振幅誤差に従って調
整する手段を備えることを特徴とする請求項３２に記載の装置。
【請求項４０】
　前記波形歪みを低減する手段は、前記ベクトル変調回路の制御入力を調整する手段を備
えることを特徴とする請求項３２に記載の装置。
【請求項４１】
　前記波形歪みを低減する手段は、オフセット電圧を前記ベクトル変調回路に印加する手
段を備えることを特徴とする請求項３２に記載の装置。
【請求項４２】
　前記波形歪みを低減する手段は、前記位相および振幅誤差について前記受信された情報
を事前補償する手段を備えることを特徴とする請求項３２に記載の装置。
【請求項４３】
　ＲＦ電力伝送、変調および増幅のための装置であって、
　デジタル制御モジュールと、
　前記デジタル制御モジュールに結合されたアナログ回路とを備え、
　前記デジタル制御モジュールは、
　入力インタフェースと、
　出力インタフェースと、
　状態マシンとを備え、
　前記アナログ回路は、
　１つまたは複数の回路信号パスを備え、前記回路信号パスの各々は、ＲＦ伝送を各周波
数バンドにおいて可能にし、
　前記回路信号パスの各々は、１つまたは複数の出力パスを備え、前記出力パスの各々は
、各技術モードによるＲＦ伝送を可能にすることを特徴とする装置。
【請求項４４】
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　前記デジタル制御モジュールの前記状態マシンは、
　信号生成モジュール、
　性能監視モジュール、および
　動作制御モジュールのうち、１つまたは複数を備えることを特徴とする請求項４３に記
載の装置。
【請求項４５】
　前記信号生成モジュールは、伝達関数モジュールを備えることを特徴とする請求項４４
に記載の装置。
【請求項４６】
　前記信号生成モジュールは、
　振幅制御信号、
　バイアス制御信号、
　電力制御信号、
　ゲイン制御信号、および
　位相制御信号のうち、１つまたは複数を生成するように構成されることを特徴とする請
求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記性能監視モジュールは、
　誤差補償モジュール、および
　電力制御モジュールのうち、１つまたは複数を備えることを特徴とする請求項４４に記
載の装置。
【請求項４８】
　前記誤差補償モジュールは、フィードフォワード誤差事前補償モジュールを備えること
を特徴とする請求項４７に記載の装置。
【請求項４９】
　前記誤差補償モジュールは、フィードバック誤差訂正モジュールを備えることを特徴と
する請求項４７に記載の装置。
【請求項５０】
　前記誤差補償モジュールは、ハイブリッド誤差補償／訂正モジュールを備えることを特
徴とする請求項４７に記載の装置。
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